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中国都市部における若者の幸福度の影響因子に関する研究
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【要旨】

都市の発展度や生活環境、所得、健康状態などが幸福感に影響を与える。また、一般的に幸福感は「U」

字型に変化し、青年期と老年期に高まり、中年期に低下する傾向がある。しかし、2018 年の世界価値観調

査では、中国の若者の幸福度が最低という結果が報告された。先行研究で幸福度は経済的満足や健康、生

活環境に左右されると示されているが、中国特有の社会構造を考慮した分析は不足している。本研究は、

中国の若者の幸福度に影響を与える要因を明らかにするため、都市部の若者を対象にウェブアンケートを

実施し、回帰分析や構造方程式モデリングを用いて分析を行った。まず、高所得地域と低所得地域の比較

分析により、幸福度に影響を及ぼす要因に明確な違いが確認された。さらに、経済、健康、生活環境、仕

事要因が幸福度に有意な影響を与えることが確認された。特に経済的要因と仕事要因が幸福度に最も強い

影響を及ぼしていることだけでなく、健康は幸福度に対して直接的な影響に加えて、他の要因を介して重

要な役割を果たしていることを示した。
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Ⅰ．はじめに

　Ⅰ．1　幸福度の定義

　幸福度（主観的幸福感〔Subjective Well-Being：SWB〕）とは、個人が自身の生活につい

て評価する主観的な指標である。具体的には、感情的反応、満足度の評価、そして生活の

質に対する認知的評価という三つの側面で構成される複雑な概念である（Diener, Oishi, & 

Lucas, 2003）。政策科学の分野では、幸福度研究を基に公共政策の設計や社会資源の再分配

を通じて、社会福祉を向上させることが注目されている。政策科学の視点から見れば、幸

福度は個人の満足度だけではなく、社会全体の持続可能な発展に寄与するための重要な指

標であると言える。また、多くの研究では、幸福感はライフステージに応じて変化し一般

的には「U 字型曲線」を描く傾向があると報告されている（Blanchflower & Graham, 

2020）。具体的には、若年期と老年期に幸福感が高く、中年期でやや低下することが多い。

しかし、近年の中国における若者の幸福感低下は、この U 字型幸福曲線と異なる動きを示

す例外的現象として注目されている（田柳ら、2024）。この背景として、急速な社会変化や

経済的プレッシャー、社会的期待の変化が背景にあると考えられる。
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　Ⅰ．2　世界価値観調査による中国における若者の幸福度の先行調査 

　　Ⅰ．2. 1　世界価値観調査の概要：目的と意義

　世界価値観調査（World Values Survey：WVS）は、異なる国や地域の人々の価値観や文

化的背景、主観的幸福感などを詳細に調査するグローバルプロジェクトである。2022 年に

発表された WVS は、中国における社会的、文化的、経済的背景が人々の価値観や行動に与

える影響を明らかにすることを目的として実施された。なお、2022 年版の調査における実

際のデータ収集は 2018 年に行われている。本稿における先行調査では、2018 年に収集さ

れた WVS データを中心に用い、中国の若年層（18-29 歳）を対象とした幸福度の特徴を把

握し、その要因を分析することを目的とした。WVS データを基に、中国の若者の幸福感の

影響因子はどのようなものなのかを明らかにするととともに、その課題を提示する。

　　Ⅰ．2. 2　世界価値観調査に基づいた中国における若者の幸福度に影響を与える要因

　WVS（2022 年版）によれば、「Q46 幸福度」に対する回答の集計では、29 歳以下の若者

年齢層の幸福度が一番低い（表 1）。これは、一般的に想定される U 字型曲線を描いておら

ず、特に 29 歳以下の若年層で幸福度が著しく低い傾向が確認された。

　本先行調査では、中国における若者の幸福感低下という現象の背後にある主要な要因を

明らかにするため、より詳細な分析を実施した。まず、データの有効性を確認するために、

調査アンケートの質問 91「国連安全保障理事会の常任理事国は 5 カ国あるが、その中に含

まれていない国はどれか？ 1- フランス 2- 中国 3- インド」を判別質問として設定し、「3-

インド」と回答したデータのみを有効データとしてスクリーニングした。その結果、最終

的に 2,173 件の有効データが得られ、そのうち 18 ～ 29 歳の若者に該当するデータは 474

出典：世界価値観調査 (2022) より筆者作成

表 1 ： WVS による幸福度に関する回答の集計
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件であった。

　次に、幸福度に影響を与える要因の特定に関して先行研究を参考にした。例えば、Wang

（2023）の研究では、収入、婚姻関係、身体的健康が主観的幸福感に与える影響が明らかに

されている。さらに、Tang（2022）の研究では、政府満足度や宗教が幸福度と関連してい

ることが示されている。佐藤（2021）の研究では、子どもの人数が幸福感に与える影響が

分析され、子どもの数が増えるほど幸福感が低下する傾向が確認された。また、Peiró

（2008）の研究では、雇用不安感が心理的ストレスや生活満足度に有意な影響を及ぼすこと

が示されている。これらの先行研究を基に、幸福度に影響を与える可能性のある複数の変

数を抽出し（表 2）、線型回帰分析によってそれらが幸福感に及ぼす影響の大きさを測定し

た（表 3）。

表 2：主要変数の説明
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　本分析の結果、健康レベル、家庭収入満足度および政府満足度が幸福度に有意な正の影

響を持っていることが示された。回帰モデルを簡単に式で表すと、下記のようになる。

幸福度 =1.935 + 0.183* 健康レベル + 0.225* 家庭収入満足度 + 0.139* 政府満足度

　この中で、健康レベル（Q47）の標準化回帰係数は 0.183 であり、健康状態が若者の幸福

感に対して正の影響を持つことが示唆された。家庭収入満足度（Q50）の標準化回帰係数

は 0.225）であり、経済的要因が幸福感に寄与する重要な要素となっている。政府満足度

（Q252）も標準化回帰係数が 0.139 となり、政府への信頼感が幸福度を高める要因であるこ

とが明らかになった。

　これらの知見から、健康状態、家庭収入満足度、および政府への満足度が、中国の若者

の幸福感を構成する主要な要因であると考えられる。しかし、幸福度は単一の要因では説

明できない多面的な構造を持っている。経済的側面や健康的側面だけでは、個人の幸福感

を十分に高めることは難しい可能性がある。中国の若者が直面している現在の社会問題を

分析し、その中で幸福度に影響する要素を探すことが重要である。中国国家統計局（2023）

や中国国民心理健康発展報告（2021-2022）によれば、中国社会は現在、経済格差や心理健

康などの社会的側面の問題に直面している。

備考：従属変数＝Q46：幸福度、* p <0.05、** p <0.01

表 3 ： WVS 影響要因の回帰分析結果 （若者対象） (n=474)
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　Ⅰ．3　現在の中国における格差問題について

　　Ⅰ．3. 1　経済格差問題

　中国では急速な経済成長が達成される一方で、所得格差が深刻な社会問題として浮上し

ている。図 1 のように、近年、中国のジニ係数が高まっていることが分かる。中国国家統

計局（2023）のデータによると、2023 年のジニ係数は 0.47 に達しており、世界ランキン

グ 44 位である。これは国際的基準で「比較的深刻な格差」に分類される（NBS, 2023）。ジ

ニ係数が 0.4 以上は深刻な格差とされる。この格差は個人の消費能力や生活満足度に大き

な影響を及ぼしており、特に低所得層における心理的ストレスの増加や生活の質の低下が

指摘されている（近藤、2021）。

　また呉（2018）によると、家庭収入の不平等は、若者の教育機会や就職など成長の公平

性にも影響を及ぼすため、社会全体の持続可能な発展に対する潜在的なリスクとなってい

る。本研究では、現在の経済的環境を踏まえた上で経済的要因が若者の幸福感に与える影

響を明らかにするため、詳細な分析を行う。

　　Ⅰ．3. 2　地域格差問題

　中国における地域間の経済発展格差も重要な課題である。東部沿海地域は先進的なイン

フラや産業基盤があり、高い収入水準と豊かな社会サービスを実現できている。一方で、

中西部内陸地域は経済発展が遅れており、所得水準や雇用機会が著しく低い（NBS, 2023）。

この地域間格差は、住民の幸福感にも影響を与えている。例えば、高所得地域の住民は豊

かな公共サービスと生活の利便性を享受できる一方、低所得地域では都市化の遅れが若者

の社会参加やキャリア形成に悪影響を与える可能性がある。本研究では、高所得地域と低

所得地域における幸福感の違いとその要因についても分析する。

図 1：2003 年 - 2022 年中国のジニ係数

出典：中国国家統計局（2023）より筆者作成
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　Ⅰ．4　中国における若者の心理健康問題

　近年、中国の若者に対する心理健康問題が社会全体の課題として浮上している。中国科

学院心理研究所が発表した「中国国民心理健康発展報告（2021-2022）」（図 2）によれば、

18 ～ 24 歳の若者が最も高い心理的なリスクを抱える年齢層である。次いで 25 ～ 34 歳の

層も高いリスクを示している。この傾向は、若者が社会構造や経済環境の急激な変化に適

応する過程で、多くの心理的ストレスに直面していることを反映している（中国科学院、

2022）。このように心理健康問題は多くの若者の生活に影響している。

　Ⅰ．5　研究課題と意義

　ここまでの研究背景では、幸福度の定義、中国の経済格差や地域格差、若者の心理的健

康問題を取り巻く社会背景について概観した。特に WVS の先行調査では、家庭収入満足度

や健康評価、政策満足度が幸福感に与える影響は顕著であった。ただし、現在の中国にお

ける社会問題の背景を考慮すると、経済格差がもたらす生活環境の違いや、精神的健康の

問題が若者の幸福感に与える影響に注目する必要がある。

　したがって、本研究では、これらの課題に対する新しいアンケートを作成し、詳細な分

析を行うことで、幸福度の向上に寄与する要因を多角的に検討することを目的とする。特

に、経済的格差と心理的健康の問題に焦点を当て、若者の幸福感向上に向けた政策提言を

行うことを目指す。

Ⅱ．幸福度に関する影響因子の整理と考え

　Ⅱ．1　経済要因

　Easterlin（1974）が提唱した「イースターリンの逆説」によれば、所得が一定の水準を

超えると、幸福感の増加が停滞するとされている。また、姚（2022）では中国家庭追踪調

査（CFPS）のデータを用いて、収入の増加や収入格差が住民の幸福感に与える影響につい

図 2：中国における年齢とメンタルヘルスリスクの分布

出典：中国国民心理健康発展報告（2021-2022）より筆者作成
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て分析されている。この研究によれば、収入の絶対的な増加が住民の主観的幸福感を高め

る一方、収入格差の拡大は幸福感を低下させる要因となっていることが示されている。

　Ⅱ．2　健康要因

　健康は、幸福感に対する重要な決定要因である。特に、身体的健康と心理的健康が幸福

感に及ぼす影響については多くの研究が行われている。例えば、Diener（1999）の研究は、

身体的健康と主観的幸福感の関連性を明らかにした。これによると体が健康な人は、より

高い幸福感を持つ傾向があることを示している。さらに、同研究では、不安や抑うつといっ

た精神的健康の側面が幸福感に大きな影響を与えることも指摘されている。

　一方、レジリエンス（心理的回復力） に着目した研究として、児玉ら（2020）が挙げら

れる。同研究では、ストレスやレジリエンスが幸福感に及ぼす影響を検討した結果、スト

レスが高い状況下でも、レジリエンスが高い個人ほど幸福感を維持する能力が高いことが

示されている。さらに、レジリエンスはストレスに対する心理的な防御壁として機能し、

ポジティブな感情や自己効力感の強化を通じて幸福感を向上させる役割を果たすことも明

らかにされている。

　Ⅱ．3　生活環境要因

　劉（2021）は上海市浦東新区を事例に、地域環境要因が住民の主観的幸福感に与える影

響を分析した。これにより、美観の整った地域環境や健康促進を目的とした施設、そして

自然環境の充実が住民の幸福感を大きく向上させる要因として示されている。特に、自然

環境や緑地の整備は日常生活の質を高めるだけでなく、住民のストレスを軽減し、幸福感

を直接的に向上させる効果があるとされている。劉（2023）の研究も同様に、都市景観環

境が住民の生活品質および幸福感に与える影響を検討している。自然景観や緑地空間の整

備が住民の心理的健康を改善し、地域コミュニティの結束力を強化する重要な要因になる

と指摘している。これらの知見は、現代都市における自然環境整備の重要性を強調してい

る。

　Ⅱ．4　仕事要因

　仕事要因としては、労働時間や職場環境、人間関係などが幸福感に影響を及ぼすことが

広く指摘されている。たとえば、労働政策研究・研修機構（2018）の報告では、中国の若

者の就業環境の分析を通じて、就業競争の激化が若者のストレスを増大させ、メンタルヘ

ルスの問題や幸福感の低下につながる可能性を示唆している。また、就職難や過度な労働

環境が若年層の生活満足度を損なう要因であることも明らかになり、若者の働き方に配慮

した労働政策の必要性を強調している。

　一方、李（2020）は、若い従業員の仕事幸福感が多様な要因から影響を受けることを示

している。具体的には仕事そのもの、人間関係、リーダーシップ管理、環境適応、給与や

福利厚生、キャリアの展望などの要素が挙げられている。特に給与や福利厚生、キャリア
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の展望が仕事幸福感に最も強い影響を及ぼすことを示唆している。

　Ⅱ．5　農村と都市における幸福度の相違

　中国では、都市部と農村部の経済的・社会的格差が大きく、これにより住民の幸福感に

影響を与える要因が地域ごとに異なることが指摘されている。例えば、2014 年の中国労働

力動態調査（CLDS）を基にした研究では、都市部住民の幸福感が農村部住民よりも高いこ

とが示されている。この差異は主に生活水準や生活環境、生活リズムの違いが原因となっ

ている。一方、農村部では公共サービスやインフラの不足が幸福感に影響を与える大きな

要因となっている（顧、2021）。

　Ⅱ．6　欠如する中国の若者の幸福度に関する包括的・多面的な分析

　幸福度に関する先行研究は、心理学、社会学、経済学など多様な分野で多くの知見を蓄

積してきた。しかし、中国特有の社会背景や地域間格差の問題を考慮すると、いくつかの

限界が存在する。まずは、中国における地域格差を考慮した幸福感研究が限定的な点が挙

げられる。既存の研究では、都市部と農村部の幸福感の差異が指摘されているが、高所得

地域と低所得地域における幸福感の要因構造の詳細な分析は不十分である。特に、農村部

ではインフラ整備や公共サービスの不足が幸福感に与える影響が強調されるが、都市部で

はストレスの多い労働環境や高い生活コストが幸福感にどのように影響しているかという

点についてデータが不足している。本研究では都市部に焦点を当てる。都市部の若者は、

多様な生活様式や価値観を持っており、生活ストレスが高いことから心理的健康問題が重

要である。このような背景から、都市部の若者は幸福度研究に適した対象と言える。

　次に、従来の研究では、経済的要因、健康要因、生活環境要因など、特定の領域に焦点

を当てた分析が主流である。この 3 つの要因がどのように相互作用して幸福感を形成する

かを明らかにする研究は少ない。幸福感は多面的な概念なので、経済的・健康的・社会的

要因を統合的に分析する必要がある。

　第三に、中国の社会的変化や若年層の幸福感に特化した研究がまだ十分に行われていな

いことである。急速な都市化や経済発展に伴い、若者の生活環境や労働環境は大きく変化

しているが、これが幸福感に与える影響を検討した研究は少ない。また、若者の心理的健

康問題や価値観の多様化が幸福感に及ぼす影響についても、さらに深い議論が求められる。

これらの限界を克服するためには、幸福感に影響を与える要因を多面的かつ包括的に分析

する必要がある。

Ⅲ．研究方法

　Ⅲ．1　研究目的と仮説

　本研究では、中国の若者における幸福度の低下という社会問題に注目する。特に、若者

の心理健康問題と地域間格差という社会背景を踏まえ、幸福度を改善することを目的とし

ている。本研究の具体的な目的は以下の通りである。



127

　目的 1 は所得別地域間での生活環境格差と幸福度の関係の解明である。これにより、地

域間格差が若者の幸福度に与える影響を明らかにする。高所得地域と低所得地域における

幸福感の違いとその要因の比較を通じて、地域間の経済格差が若者の幸福感に及ぼす影響

の程度及び公共サービスの質、交通の利便性、安全性などの地域ごとの生活環境が幸福度

に及ぼす影響の違いを解明する。そして、高所得地域と低所得地域では、幸福感の決定要

因が異なる可能性があることから、以下の仮説を提起する：

　　　仮説 1：高所得地域と低所得地域では幸福度に影響を与える生活環境に相違がある。

　次に目的 2 では健康が幸福度に及ぼす影響を明らかにする。これは若者のメンタルヘル

ス問題に着目することで、健康要因が幸福感に果たす役割を解明するものである。特に健

康が他の要因（経済的要因、仕事要因など）を介して幸福感に与える直接的・間接的な影

響を分析する。具体的には、ストレスなどの心理的健康の問題が幸福感に与える影響及び

健康的な生活習慣（運動、睡眠時間など）が幸福感に及ぼす役割とともに、健康要因が他

の要因（経済的要因、仕事要因）を媒介して幸福感に与える間接効果を明らかにする。ま

とめると、若者のメンタルヘルス問題により、健康要因が幸福感に他の要因よりも大きな

影響を与えると考えられる。特に心理的健康は他の要因を媒介して幸福感に間接的な影響

を及ぼす可能性があることから、以下の仮説を提起する：

　　　仮説 2-1：健康要因は経済的要因より幸福度への影響が大きい

　　　仮説 2-2：健康要因は他の要因を介して幸福度に間接的な影響を与える。

　本研究は幸福度に影響を与える経済的、健康的、社会的、地域的な要因を統合的に分析

することで、若者の幸福度の向上をより深く理解することを目指している。そして、若者

の幸福感を向上させるために政策提言を行うことを意図している。

　Ⅲ．2　データ収集

　　Ⅲ．2．1　調査対象

　調査対象は、中国の都市部に居住する 18 歳から 29 歳までの若者である。これは、WVS

の先行調査において、18 ～ 29 歳の年齢層が若年層を代表するカテゴリとして設定されて

いることから、今回のアンケートでも、この年齢層を調査対象とした。そして、本研究に

おける都市部の定義は、国家統計局（2006）の分類に基づき、各地の市轄区および県級市

の中心地区を対象としている。この分類は、経済活動の規模や生活基盤の充実度に基づい

て、都市部と農村部を区別する標準的な基準である。

　今回の調査では、地域を高所得地域と低所得地域に分類してデータを収集した。中国国

家統計局（2024）によると、2023 年の全国の一人当たり可処分所得は 39,218 元である。

この基準により、一人当たり年間所得がこの値を上回る省・市を高所得地域とし、低い省・

市を低所得地域に分類する。これにより、各地域における幸福感の差異を詳細に分析する

ことが可能になる。
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　　Ⅲ．2．2　アンケート設計と変数の設定

　幸福度に影響を与える多次元的要因を測定するために本調査のアンケートを設計した。

具体的には、年齢、性別、学歴、居住地、宗教などの基本属性、幸福度（感情的幸福度、

生活満足度、幸福感の頻度）や経済的要因（家庭収入満足度、月収満足度、貯蓄満足度）、

健康要因（身体健康評価、心理健康評価、不安度、運動時間）、仕事要因（仕事満足度、仕

事の各要素の満足度）、および生活環境要因（生活環境満足度、生活環境の各要素の満足度）

に関するデータなどを収集した。また、回答の有効性を確認するため、「中国の首都はどこ

ですか」という判別質問を設計し、無作為な回答を排除する工夫を行った。

　目的 1 の所得別地域間比較では幸福度に影響を与える要因を分析するために、従属変数、

独立変数を以下のように設定した。従属変数の幸福度として「感情的な幸福感評価」を設

定した。幸福度の測定に際しては、主に感情的幸福感を対象とし、5 段階のリッカート尺度

（1 ＝全然幸福ではない、5 ＝非常に幸福）を用いた。独立変数は居住環境全体の満足度、

住宅の広さと快適性、交通の利便性、治安の良さ、自然環境の豊かさ、公共施設とサービ

スの利用可能性、騒音や空気の質、地域活動の 8 項目を設定し、同様にリッカート尺度で

評価した。

　一方、目的 2 の健康が幸福度に及ぼす影響を明らかにするため、構造方程式モデリング

（SEM）のモデルでは、幸福度を「感情的な幸福感評価」・「生活満足度」・「主観的幸福感」

の 3 つの次元に分割し、いずれも同様の 5 段階リッカート尺度によって評価を行った。独

立変数としては、経済的要因・健康要因・生活環境要因・仕事要因を設定した。経済的要

因には、家庭収入、家庭収入満足度、月収満足度、貯蓄満足度を含めている。健康要因は、

身体的健康評価、心理的健康評価、収入や健康、生活環境、仕事、家庭などに対するスト

レスの程度と毎週の運動時間を測定項目として設定した。生活環境要因は、交通の利便性、

治安や安全性、自然環境の豊かさ、住宅の快適性、公共施設の利便性、騒音や空気の質に

対する満足度、および地域活動への満足度を取り入れている。また、仕事要因は、職場環

境、労働時間、仕事の雰囲気、人間関係、仕事の達成感、給与に対する満足度などの測定

項目を設定した。これも、幸福度と同じように 5 段階リッカート尺度によって評価を行っ

た。

　　Ⅲ．2．3　データ収集方法

　アンケートは、中国全土で調査を実施できるウェブ調査会社（倍研通データテクノロジー

株式会社）を通じて実施した。この調査会社は、広範なオンラインプラットフォームを活

用し、多様な背景を持つ若者から効率的にデータを収集することができる。しかし、WVS

の先行調査では政策満足度が幸福感に影響を与えることが示されているが、今回の調査で

は調査会社の制約により、政府の政策に関する直接的な質問を含めることができなかった。

　今回の調査は、2023 年 10 月 3 日から 10 月 20 日までの期間にオンラインで実施され、

2,850 部の調査票を配布した。最終的に 723 部の回答が回収され、そのうち有効回答数は

706 部であり、回答率は 25.3% であった。調査対象となった 706 人の回答者は、性別、年

齢、地域、生活環境など多様な背景を持つ人々である。回答者の年齢層は 18 歳から 29 歳
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までで、各年齢層がバランスよく分布している。本研究において、Cronbach の α 値は 0.918

という結果が得られた。この値は非常に高い信頼性を示しており、調査項目が一貫性を持っ

ていることを意味する。そして、本研究における KMO 値は 0.933 であり、これは非常に高

い適合性を示している。この結果は、データ間の相関が十分に強く、因子分析に適してい

ることを意味している。

　Ⅲ．3　分析手法

　本研究では、データを分析する際、研究目的 1 を検証するために独立サンプル t 検定と線

形回帰分析を実施した。研究目的 2 では SEM を適用した。

Ⅳ．所得別地域と幸福度影響因子の関係

　Ⅳ．1　生活環境満足度の地域間比較

　高所得地域と低所得地域間における生活環境満足度の違いを検証するため、t 検定を用い

て分析した（表 4）。その結果、幸福度および生活環境に関連する各要素において、低所得

地域（n = 379）と高所得地域（n = 327）の平均値には有意な差が確認できなかった（p >  

0.05）。これは、所得地域の違いは生活環境満足度に対して大きな影響を及ぼしていないこ

とを示唆している。

備考：* p <0.05、** p <0.01

表 4 ： t 検定による所得別地域の幸福度と生活環境満足度の比較結果
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　Ⅳ．2　感情的幸福度に影響する高所得地域の交通利便性と治安

　生活環境の要素が個人の幸福感に及ぼす影響をより詳細に分析するために、本研究では

高所得地域と低所得地域に分けて線形回帰分析を実施した。その結果、低所得地域（表 5）

では、モデル全体の説明力は低く（調整済み R ² = 0.073）、いずれの説明変数も幸福度に対

して統計的に有意な影響を与えていないことが確認された（p > 0.05）。この結果は、低所

得地域において生活環境要素が幸福度に直接的な影響を与えていない可能性を示唆してい

る。

　高所得地域（表 6）では、交通の利便性と治安の良さが幸福度に有意な正の影響を与える

ことが示された。モデルの回帰式は以下の通りである：

感情的幸福度 =1.809 + 0.206* 交通の利便性 + 0.160* 治安の良さ

備考：従属変数 = 9、感情的な幸福感評価、* p <0.05、** p <0.01

表 5 ： 低所得地域の回帰分析结果 (n=379)
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　また、公共施設とサービスの利用可能性も有意水準に近い結果を示し、幸福度への一定

の影響が考えられる。モデルの説明力は調整済み R ² = 0.138 であり、低所得地域のモデル

と比較して高いことが示されている。  

　これらの結果を総合すると、高所得都市部では交通の利便性や治安の良さが幸福度にお

いて重要な役割を果たしていることが明らかとなった。一方で、低所得都市部ではいずれ

の生活環境要素も幸福度に有意な影響を与えていないことが示唆された。

　Ⅳ．3　考察：地域格差が幸福度に与える影響の解釈

　本研究の目的 1「所得別地域間での生活環境格差と幸福度の関係の解明」に関連する地域

別回帰分析の結果に基づき、高所得都市部における交通の利便性と治安の良さが幸福度に

有意な正の影響を与えており、低所得都市部ではいずれの生活環境要素も幸福度に対して

統計的に有意な影響を示さなかった。これにより、仮説 1「高所得地域と低所得地域では幸

福度に影響を与える生活環境に相違がある」は支持され、目的 1 が達成された。

備考：従属変数 = 9、感情的な幸福感評価、* p <0.05、** p <0.01

表 6：高所得地域の回帰分析结果 (n=327) 



132

　以上より、まず所得別地域間の生活環境全般における満足度の水準が概ね同程度である

ことが明らかになった。また、高所得地域と低所得地域の間で幸福度に影響を与える生活

環境要因が異なるという結果は、地域特性を考慮した政策の重要性を示唆している。具体

的には、高所得地域では都市インフラや治安の改善が幸福感向上に寄与すると考えられる。

Ⅴ．健康が幸福度に及ぼす影響の検定

　Ⅴ．1　大きな相違がない WVS 調査と本調査結果

　本調査の結果を WVS 先行調査の結果と比較するため、回帰分析を実施した。被説明変数

は Q9：感情的な幸福度に設定した。一方、説明変数は WVS 先行調査における「体の健康

レベルと」と比較するため、Q16「身体的な健康評価」を設定した。この変数は、自分の

健康状態をどのように認識しているかを測定するものである。1 から 5 までのスコアで評価

し、「1」は「とても不健康」、「5」は「とても健康」を示す。また Q12「家庭収入満足度」

も説明変数として採用し、家庭収入の満足感を 1 から 5 までのスコアで評価し、「1」は「全

く満足ではない」、「5」は「とても満足」を示す。これは家計の経済的な満足感を反映する。

さらに、個人要素として学歴、性別、婚姻状況、宗教信仰重視度も説明変数に含め、より

多角的な分析を行った。なお、先行調査では政府満足度も幸福度に有意な影響を与えてい

るとされるが、今回の調査においては既述の通り含めることができなかった。

備考：従属変数 = 9、感情的な幸福感評価、* p <0.05、** p <0.01

表 7：幸福度に対する影響因子回帰分析結果 (n=706) 
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　その結果、健康評価と家庭収入満足度が幸福度に最も大きな影響を与えることが示され

た（表 7）。モデルの回帰式は以下の通りである：

感情的な幸福度 =2.171 + 0.237* 家庭収入満足度 +0.222* 身体的な健康評価

　健康評価の標準化回帰係数は 0.225、家庭収入満足度の標準化回帰係数は 0.246 と、先行

調査の結果（健康評価の標準化回帰係数が 0.183、家庭収入満足度が 0.225）と比較して、

係数が少し上昇していることが確認された。一方、性別、学歴、婚姻状況、宗教信仰など

の個人要因については有意な影響が見られなかった。これらの結果から、健康状態と経済

的安定が都市部における若者の幸福度に関する主要な決定要因であり、個人の背景要因よ

りも幸福感に与える影響が強いことが示唆される。また、WVS 先行調査の結果と比較する

と、健康と収入の影響力がさらに高まっていることが示されており、中国都市部に居住す

る若者については、これらの要因に対する依存度が増していると考えられる。総じて、本

研究の結果は、若者の幸福感において健康と経済的安定が不可欠な要素であることを改め

て確認するとともに、これらの要因の重要性が WVS 先行調査よりも高まっていることを示

す結果となった。

　Ⅴ．2　構造方程式モデリング分析

　　Ⅴ．2．1　SEM モデルの図と適合性評価

　目的 2 について、SEM を用いて経済的要因、健康要因、生活環境要因、仕事要因が幸福

度に与える直接的および間接的な影響を包括的に分析した。SEM モデルの分析結果は以下

の図 3 の通りである。

図 3 ： 幸福度影響要因に関する SEM モデル図
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　SEM モデルの適合性を評価する主要な指標として、CFI は 0.980、RMSEA は 0.030、
GFI は 0.946、RMR は 0.037 という値が得られた（表 8）。この結果から、SEM モデルは幸

福度に影響を与える要因の複雑な相互作用を正確に反映しており、設計された因子構造が

妥当であることが統計的に支持された。

　　Ⅴ．2．2　幸福度に影響する 4 つの主要因

　SEM モデルの分析結果に基づき、経済的要因、健康要因、生活環境要因、仕事要因も幸

福度に有意な影響を与えており、幸福度は複数の要因によって多次元的に構成されている

ことが明らかになった（表 9）。具体的には、経済的要因 → 幸福度のパス係数は 0.268、健

康要因 → 幸福度は 0.142、生活環境要因 → 幸福度は 0.138、仕事要因 → 幸福度は 0.215

という結果が得られた。これらの結果から、経済的要因が幸福度に対して最も大きな影響

を及ぼすことが確認された。このため、仮説 2-1「健康要因は経済的要因より幸福度への影

響が大きい」は支持されなかった。経済的要因の影響が他の要因よりも高いことが示され

ており、幸福度の形成における経済の重要性が再確認された。

備考：Default Model の時χ2(351)=10309.972、p =1.000。AIC=138.566、BIC=457.739

表 8 ： 幸福度影響要因に関する SEM モデル適合性の指標

表 9 ： 幸福度影響要因 SEM モデルに関する回帰係数表

備考： →は回帰効果または測定関係を表す。
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表 9 ： 幸福度影響要因 SEM モデルに関する回帰係数表

備考： →は回帰効果または測定関係を表す。
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　　Ⅴ．2．3　要因間の相互関係

　本研究では、健康要因が経済的要因、生活環境要因、仕事要因と有意な相関を示すこと

が確認された。分散表（表 10）では、各要因間のパス係数が詳細に示されている。経済的

要因から健康要因へのパス係数は、標準係数で 0.448 と高い値を示しており、経済的満足

感が健康状態に直接的な影響を及ぼしていることがわかった。また、経済的要因が生活環

境要因に与えるパス係数は標準係数で 0.449 を示し、経済的満足感が居住環境やインフラ

の質に強く影響していることを示唆している。そして、健康要因は、生活環境要因（標準

係数 = 0.476）や仕事要因（標準係数 = 0.455）に高い影響力を示しており、健康状態が個

人の生活や職場環境に大きな影響を与えることが確認された。さらに、仕事要因は経済的

要因（標準係数 = 0.461）や健康要因（標準係数 = 0.455）と有意な関連性を持っている。

　これらの結果から、健康要因が幸福度に与える影響は、他の要因との相互作用を通じた

間接的な影響を含むことが示された。幸福度の形成は単一の要因ではなく、経済的要因、

健康要因、生活環境要因、仕事要因のような複数の要因が互いに影響し、多次元的に構成

されていることがわかった。この点から、仮説 2-2「健康要因は他の要因を介して幸福度に

間接的な影響を与える。」は支持された。特に、健康状態の向上が生活環境や職場環境を通

じて幸福度に間接的な影響を与える可能性が確認され、これらの結果は幸福度向上を目指

す施策や介入策において、健康要因の重要性を再認識させるものである。

表 10 ： 幸福度影響要因 SEM モデルに関する分散表
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　Ⅴ．3　健康要因の間接的 · 直接的影響

　本章では、SEM 分析を通じて幸福度に影響を与える主要因を明らかにした。経済的要因、

健康要因、生活環境要因、仕事要因のいずれも、幸福度に対して有意な影響を与える決定

要因であることが確認された。特に、経済的要因が幸福度に与える直接的な影響が最も大

きく、経済的満足感が幸福感の形成において中心的な役割を果たすことが示された。

　さらに、本研究は健康要因が幸福度形成において中心的な媒介役割を果たしていること

を明らかにした。経済的要因、生活環境要因、仕事要因が幸福度に与える間接的な影響は、

健康要因を介して強化されていることが確認された。例えば、経済的要因が健康要因を介

して幸福度に及ぼす間接効果や、仕事要因が健康要因を通じて幸福度に与える影響は、健

康が幸福度形成において不可欠な役割を果たしていることを示している。

　これらの結果は、幸福度が単一の要因ではなく、多次元的な構造によって決定されるこ

とを示している。経済的要因は直接的に幸福度に最も強く影響を与える一方で、健康要因

は直接的だけでなく、他の要因の影響を媒介し、間接的に幸福感を高めている。さらに、

生活環境要因や仕事要因も重要な役割を果たしており、これらの要因が互いに作用しなが

ら幸福度の形成に寄与していることが示唆された。

Ⅵ．結論

　Ⅵ．1　本研究のまとめ

　本研究は、近年大きな社会問題を抱えている中国の若者を対象とし、高所得地域と低所

得地域の比較分析により、幸福度に影響を及ぼす要因に明確な違いが確認された。高所得

地域では交通の利便性や治安の良さといった生活環境要因が幸福度に強く影響を及ぼして

いる。一方で、低所得地域ではこれらの要因の影響が限定的である。さらに、幸福度に影

響を与える要因を多次元的に統合し、SEM を用いて、中国都市部の若者の幸福度に影響を

与える 4 つの要因（経済、健康、生活環境、仕事）を分析した。その結果、これらすべて

の要因が幸福度に有意な影響を与えることが確認された。特に、経済的要因と仕事要因が

幸福度に最も強い影響を及ぼしており、続いて健康要因および生活環境要因が幸福度を構

成する重要な要素であることが明らかとなった。また、健康が幸福度に対して直接的な影

響だけでなく、他の要因を介して重要な役割を果たしていることを示した。特に、現代の

ストレスフルな社会において、心理的および身体的健康の維持が若者の幸福感向上におい

て不可欠であることが示唆された。

　本研究の結果は、幸福度が単一の要因ではなく、多次元的な構造によって決定されるこ

とを示している。経済的要因は直接的に幸福度に影響を与える一方で、健康要因は他の要

因の影響を媒介し、間接的に幸福度を高めている。また、高所得地域と低所得地域の間で

幸福度に影響を与える要因が異なるという結果は、地域特性を考慮した政策立案の必要性

を示唆している。具体的には、高所得地域ではインフラ整備や治安改善が、全地域でメン

タルヘルスへの支援が若者の幸福感向上のために優先すべき課題となっている。
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　Ⅵ．2　本研究の新規性

　本研究では、高所得地域と低所得地域における幸福度決定要因の違いを明らかにしたこ

とで、地域特性と幸福度の関連を議論した既存研究を補完する重要な知見を提供した。特

に、高所得地域では交通の利便性や治安の良さが幸福度に強く影響を与えていた。この結

果は、地域ごとに異なる政策的アプローチが必要であることを示唆しており、先行研究に

おける幸福度向上策への視点を支持すると言える。

　また、若者のメンタルヘルス問題と格差問題を背景に、中国都市部に焦点を当てたモデ

ルを構築し、多次元的な要因が幸福度にどのような影響を与えるのかを総合的に検討した。

SEM を活用することで、健康要因が経済、仕事や生活環境要因を介して間接的に幸福度に

影響を及ぼすことを示した。これは、先行研究における幸福感の決定要因に関する議論を

さらに深めるものである。この間接効果に関する検証により、幸福度が多次元的かつ相互

作用的な構造に基づいて形成されることを示した。また、先行研究との比較から、若者が

重視する幸福度の決定要因（経済的満足度や健康など）は大きく変化しておらず、社会環

境の変化にもかかわらず、これらの要因が幸福度に及ぼす影響は一貫していることが明ら

かになった。本研究の結果は、幸福度を構成する要因が地域や個人の状況によって異なる

だけでなく、それらが相互に影響を及ぼし合う複雑なネットワークによって決定されるこ

とを示している。

　Ⅵ．3　本研究の課題

　本研究では、一部の項目の回答において信頼性や妥当性が十分に確認できなかったため、

それらを定量分析に含めることができなかった。これにより、具体的な収入格差や所得の

不平等が幸福度に与える影響を詳細に比較・分析することができなかった。また、調査対

象が都市部の若者に限定されているため、農村部の若者の幸福度に関する検討ができてい

ない点も課題として挙げられる。農村部では社会資源の不足や文化的背景の違いが幸福度

に大きな影響を及ぼす可能性があり、それらを適切に反映した分析モデルが必要である。

　さらに、スマートフォンや SNS の普及による生活様式や人間関係の変化が、若者の幸福

度に与える影響についても本研究では考慮できていない。例えば、SNS を通じた社会的比

較や過度なオンライン活動が幸福感を低下させる一方で、情報共有や交流機会の増加がポ

ジティブな効果をもたらす可能性がある。これらのデジタル化の影響は、若者の幸福度を

多面的に理解する上で重要な要素であり、今後の研究課題である。また、先行研究では政

府満足度が幸福度に有意な影響を与えることが指摘されているが、今回の調査では調査会

社側の制約により、政府の政策に関する直接的な質問を含めることができなかった点も限

界として挙げられる。
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The Study on the Influencing Factors of Youth Happiness 
in Urban Areas of China

Wenqiang Wang, Yusuke Toyoda

Abstract:

The level of urban development, living environment, income, and health all influence happiness, which 

generally follows a “U-shaped” curve, peaking in youth and old age while declining in middle age. 

However, the 2018 World Values Survey reported that young people in China exhibited the lowest levels of 

happiness. While previous studies have highlighted the impact of economic satisfaction, health, and living 

environment on happiness, there is a lack of analysis considering China's unique social structure. This study 

aimed to identify factors influencing the happiness of Chinese youth through a web-based survey targeting 

urban young people. First, a comparative analysis between high-income and low-income regions revealed 

differences in the factors influencing happiness. Furthermore, it was confirmed that economic, health, living 

environment, and work-related factors significantly affect happiness. Moreover, not only do economic and 

work-related factors have the strongest impact on happiness, but health also plays a crucial role, both 

through its direct effects on happiness and by influencing other factors. 

Keywords: Happiness, The Youth, Urban China


